
空
に
鯉
の
ぼ
り
が
舞
い
上

が
る
季
節
な
の
に
、
真
夏

日
が
続
き
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
▼
こ
の
連

休
中
に
、
安
倍
首
相
や
閣

僚
ら
が
ロ
シ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・

中
東
・
南
米
に
、
１
１
２
社
２
０

０
人
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
▼
か
つ

て
仏
大
統
領
が
日
本
の
首
相
を

「
ソ
ニ
ー
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と

揶
揄
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
１
９

７
６
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
の

「
首
相
の
犯
罪
」
な
ど
が
想
起
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
も
っ
と
悪
質
で

す
。
放
射
能
事
故
の
収
束
も
で
き

て
い
な
い
の
に
、
原
発
を
ト
ル
コ
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
イ
ン
ド
に

輸
出
し
ま
す
。
“
後
は
野
と
な
れ
”

の
暴
挙
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

▼
国
内
で
は
、
急
激
な
円
安
・
株

高
が
す
す
み
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井

氏
の
資
産
が
わ
ず
か
５
カ
月
で
４

０
４
７
億
円
、
家
族
の
分
を
合
わ

せ
れ
ば
８
０
０
０
億
円
超
も
増
え

た
と
い
い
ま
す
。
最
低
賃
金
７
４

９
円
で
、
15
年
間
に
平
均
年
収
が

70
万
円
も
減
っ
て
い
る
庶
民
に
は
、

２
０
１
５
年
に
は
増
税
、
負
担
増
・

給
付
減
で
20
兆
円
の
収
奪
が
襲
い

か
か
り
ま
す
▼
マ
ス
コ
ミ
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
も
て
は
や
し
て
い
る

も
の
の
、
さ
す
が
に
国
民
の
実
態

ま
で
覆
い
か
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
よ
う
で
す
。
13
日
付
読
売
新
聞

で
報
道
さ
れ
た
世
論
調
査
で
も
、

景
気
回
復
を
実
感
し
て
い
な
い
人
々

が
76
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
都
政
で

も
国
政
で
も
、
オ
ー
ル
与
党
の
悪

政
に
立
ち
向
か
い
、
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
の
は
日
本
共
産
党
だ

け
と
い
う
構
図
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ソ
ン
グ
で
幕
を
開
け
た
出
発

式
。
連
帯
挨
拶
で
日
本
山
妙
法

寺
・
木
津
博
充
上
人
は
「
自
民

党
政
権
は
、
憲
法
９
条
を
破
壊

し
、
再
び
戦
争
の
で
き
る
国
へ

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
広

範
な
人
々
と
と
も
に
、
人
の
命

に
つ
な
が
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
、

私
た
ち
は
非
暴
力
で
止
め
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
、
被
爆

者
を
代
表
し
山
本
英
典
さ
ん
が

「
私
た
ち
は
、
核
兵
器
が
一
発

で
も
使
わ
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
被

害
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
今
の
政
府
の
や
り
方
に

は
我
慢
な
り
ま
せ
ん
。

原
爆
は
た
く
さ
ん
の
人
を
巻

き
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
国
は

未
だ
に
『
ご
め
ん
な
さ
い
』
と

言
っ
て
い
な
い
。
政
府
は
ふ
た

た
び
戦
争
で
き
る
国
へ
の
道
を

進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
道
を
将
来
世
代
に
進
ま
せ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
訴

え
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で
平

和
行
進
を
知
り
、
今
回
の
通
し

行
進
（
夢
の
島
〜
広
島
）
に
立

候
補
し
た
マ
ラ
ヤ
・
フ
ァ
ブ
ロ

ス
さ
ん
は
「
将
来
、
核
兵
器
の

廃
絶
を
求
め
て
歩
く
の
で
は
な

く
、
核
兵
器
を
廃
絶
し
た
お
祝

い
と
し
て
行
進
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
た
め
に
も
今
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
１
日
、

第
84
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が
代
々

木
公
園
で
開
か
れ
、
２
万
１
千

人
の
労
働
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
様
々
な
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
並
び
ま
し
た
。
東
京

土
建
の
み
な
さ
ん
は
、
モ
グ
ラ

た
た
き
を
模
し
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
「
消
費
税
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

と
書
か
れ
た
モ
グ
ラ
を
怒
り
を

込
め
た
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
ま

す
。メ

ー
デ
ー
宣
言
で
は
、
す
べ

て
の
働
く
も
の
の
連
帯
と
共
同

の
力
で
暮
ら
し
と
雇
用
を
守
り
、

憲
法
が
生
き
る
安
全
・
安
心
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
大
企
業
の
内
部
留
保
を
還

元
し
た
賃
上
げ
●
安
定
し
た
雇

用
と
仕
事
確
保
●
全
国
一
律
最

賃
１
千
円
以
上
の
実
現
●
貧
困

格
差
の
解
消
●
労
働
時
間
の
短

縮
●
長
時
間
過
密
労
働
を
な
く

せ
●
リ
ス
ト
ラ
「
合
理
化
」
反

対
●
地
域
経
済
を
守
れ

な
ど
の
諸
要
求
実
現
の
運
動

を
広
げ
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

地
震
が
起
こ
る
こ
と
は
防
げ

ま
せ
ん
が
、
地
震
に
よ
る
被
害

を
想
定
し
そ
の
対
策
を
立
て
る

こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は

こ
の
考
え
方
の
も
と
に
、
地
震

対
策
に
特
別
に
力
を
入
れ
る
よ

う
求
め
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
建
物
が
壊
れ
な

け
れ
ば
そ
こ
に
い
る
人
の
命
を

救
い
、
そ
の
後
の
生
活
の
基
盤

を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場

で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
な
る
学
校
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
他
会
派
か
ら
「
ま
た
、

や
ん
の
か
よ
」
と
ヤ
ジ
が
飛
ば

さ
れ
る
ほ
ど
繰
り
返
し
て
取
り

上
げ
、
平
成
21
年
度
に
は
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
保
育
園
や
幼
稚
園

な
ど
そ
の
他
の
公
共
施
設
、
病

院
や
老
人
施
設
な
ど
の
民
間
施

設
な
ど
は
ま
だ
耐
震
化
が
必
要

な
施
設
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
昭
和
56
年
以
前
に

建
築
し
た
施
設
は
、
当
時
の
地

震
に
対
す
る
基
準
が
甘
く
、
ま

た
木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
も
対
策
が
必
要
で
す
。

区
は
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
、

必
要
費
用
の
一
定
割
合
で
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、
な
か
な
か

進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
助
成
費

用
の
増
額
と
技
術
面
な
ど
の
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。

ま
た
、
と
り
あ
え
ず
耐
震
ベ
ッ

ド
や
居
間
の
簡
易
改
修
、
部
分

改
修
な
ど
命
を
守
る
た
め
の
工

事
に
も
助
成
す
る
こ
と
な
ど
求

め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
今
年
度

予
算
で
は
老
朽
化
建
築
物
の
除

却
（
倒
れ
て
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と

の
な
い
よ
う
に
）
に
助
成
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

江
東
区
は
海
面
よ
り
低
い
低

地
帯
が
多
く
、
堤
防
や
水
門
が

壊
れ
て
し
ま
う
と
東
側
一
帯
は

水
に
沈
ん
で
し
ま
う
地
形
に
あ

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

水
門
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
共
産
党
都
議
団

が
調
査
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

都
の
調
査
の
結
果
、
水
門
や

堤
防
な
ど
の
危
険
性
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
示
さ
れ
た

改
修
計
画
で
は
完
了
ま
で
10
年

も
か
か
り
ま
す
。

共
産
党
都
議
団
、
区
議
団
は

「
区
民
の
命
と
財
産
を
守
る
耐

震
化
は
都
政
の
最
優
先
課
題
」

と
、
計
画
の
前
倒
し
で
の
実
施

を
求
め
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
や
住
宅
な
ど

建
物
の
耐
震
化
助
成
の
拡
充
を

第
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回
メ
ー
デ
ー

代
々
木
公
園
で
開
催

２０１３年 国民平和大行進 東京 ⇒ 広島

な くそ う 核 兵 器 ！ あ な た の 一 歩 が世 界 を か え る

老
朽
建
築
物
の
除
却
に

助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
る

東

京
都

は

堤

防
や

水

門
の

耐
震
化
を
急
い
で

デモの順番を待つ、江東区職労のみなさん

第五福竜丸展示館前で出発式(上） 行進参加者（右）

５
月
６
日
、
今
年
も
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
広
島
・

長
崎
に
向
け
て
「
国
民
平
和
大
行
進
」
の
出
発
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

夢
の
島
公
園
・
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
の
出
発
式
に
は
、
９
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。



元
日
弁
連
会
長
で
弁
護
士
の
宇

都
宮
健
児
さ
ん
が
講
演
。

宇
都
宮
さ
ん
は
、
昨
年
の
東
京

都
知
事
選
に
ふ
れ
「
『
脱
原
発
、

反
貧
困
、
憲
法
擁
護
』
の
基
本
政

策
を
掲
げ
て
闘
い
、
多
く
の
市
民

運
動
、
労
働
運
動
、
政
党
間
の
新

し
い
つ
な
が
り
や
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
つ
め
か
け
て
く
れ
る
な

ど
貴
重
な
成
果
を
得
た
」
と
し

「
こ
れ
か
ら
も
政
策
実
現
と
、
選

挙
で
痛
感
し
た
公
職
選
挙
法
の
不

公
正
を
正
す
運
動
を
強
め
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
７

月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
次
第
で

は
憲
法
改
悪
が
現
実
的
な
政
治
課

題
と
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

自
民
党
改
憲
案
に
つ
い
て
①
立

憲
主
義
の
理
念
の
放
棄

②
天
皇

の
元
首
化

③
日
の
丸
・
君
が
代

の
尊
重
義
務

④
自
衛
権
の
発
動

を
認
め
る

⑤
国
防
軍
の
創
設
と

軍
法
会
議
の
設
置

⑥
徴
兵
制
の

導
入
も
可
能
に
す
る
（
奴
隷
的
拘

束
の
削
除
）

⑦
国
民
の
責
任
と

義
務
を
強
調

⑧
基
本
的
人
権
を

制
限
す
る
概
念
と
し
て
の
「
公
益

及
び
公
の
秩

序
」
の
使
用

⑨

「
集
会
・
結
社
・
表
現
の
自
由
」

も
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
に
よ

り
制
限

⑩
家
族

の
位
置
づ
け

（
相
互
扶
助

）

⑪
緊
急
事
態

（
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
の
強
化
）

⑫
改
正
手
続
き
の
緩
和
な
ど
危
険

な
点
を
解
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て

「
政
治
的
立
場
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
立
場
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と

の
重
要
性
」
、
「
運
動
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
く
創
意
・
工
夫
の
必
要

性
」
と
「
護
憲
運
動
だ
け
で
な
く
、

憲
法
を
定
着
化
・
実
質
化
さ
せ
る

運
動
の
重
要
性
」
を
訴
え
ま
し
た
。

田
村
事
務
局
長
か
ら
「
革
新
懇

の
三
目
標
『
①
憲
法
を
守
り
民
主

主
義
の
日
本
を

②
国
民
生
活
の

向
上

③
安
保
条
約
を
な
く
し
平

和
な
日
本
を
』
に
ふ
れ
て
、
参
議

院
選
挙
は
日
本
の
将
来
を
左
右
す

る
大
事
な
選
挙
。
改
憲
政
党
に
３

分
の
２
を
絶
対
と
ら
せ
ず
、
革
新

三
目
標
に
合
致
す
る
勢
力
が
伸
び

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

し
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
年
10
月
か
ら
３
年
間
で
年
金

が
２
・
５
％
削
減
さ
れ
る
も
と
で

大
瀬
秀
之
支
部
長
が
開
会
挨
拶
。

来
賓
の
正
保
み
き
お
区
議
は

「
夏
の
二
つ
の
選
挙
は
、
や
り
た

い
放
題
の
安
倍
政
権
を
追
い
込
む

選
挙
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

「
10
万
人
近
い
江
東
区
の
高
齢
者

の
う
ち
７
万
人
が
非
課
税
者
。
こ

の
経
済
状
況
の
な
か
で
増
税
、
負

担
増
と
な
れ
ば
生
活
は
破
壊
さ
れ

る
。
消
費
税
増
税
阻
止
、
憲
法
９

条
を
守
り
ぬ
こ
う
」
と
挨
拶
。

斉
藤
憲
夫
事
務
局
長
が
経
過
報

告
、
活
動
方
針
を
提
案
。
「
こ
ん

な
社
会
に
誰
が
し
た
」
と
題
し
て
、

無
縁
社
会
・
孤
独
死
・
姥
捨
て
山
・

自
殺
・
格
差
社
会
・
非
正
規
労
働

者
・
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
・
老
老
介

護
・
漂
流
難
民
・
生
活
保
護
バ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
医
療
費

が
完
全
無
料
、
ド
イ
ツ
で
は
医
療

費
は
月
千
円
ほ
ど
の
定
額
負
担
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
医
療
費
窓
口
負
担

ゼ
ロ
な
ど
社
会
福
祉
政
策
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
対
比
を
紹
介
し
ま
し

た
。総

会
で
は
「
憲
法
を
生
か
し
、

無
く
そ
う
貧
困
と
格
差
。
許
す
な

医
療
・
福
祉
改
悪
に
増
税
。
仲
間

を
増
や
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
！
」
と

の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

総
会
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

涙
な
が
ら
の
退
任
挨
拶
も
あ
り
、

み
ん
な
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
コ
カ
リ

ナ
の
演
奏
な
ど
で

楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１３年 ５月号 №１０３ －２

江戸町人文学を代表する2人の文豪は、
ほぼ時を同じくして深川の一角に誕生しま

した。
山東京伝は、1761（宝暦11）年に木場の
質屋の子として生まれました。才能に恵ま
れ長唄や三味線を習い、浮世絵も学び、18
歳で処女作を出版、22歳で「御存地商売物」
を書き流行作家となります。1791（寛政3）

年には、3部の洒落本で50日の手鎖の刑を
うけ、一層その名は高められました。
滝沢馬琴は、1767（明和４）年、海辺橋

の東、松平信成の屋敷内で武士の子として
生まれました。俳諧を修業し、父の死後の
14歳のとき「木がらしに思いたちたり神の

供」の句を残して、松平家をとびだして市
中を放浪。10年後に京伝の門を訪ね、処女
作「尽用而二分狂言」を書きます。1793
（寛政５）年、27歳で下駄商合田氏の婿に
なると、読書と執筆に明け暮れました。代

表作「南総里見八犬伝」には28年もかけた
といいます。馬琴は原稿料だけで生活した
最初の作家でした。
独特な句風で親しまれる小林一茶は、18

03（享和３）年、41歳のときに堅川の南
（清水橋の東）にあった愛宕神社の小屋に

住みつきました。1年半ほどで本所相生町
に移り4年ほどすごします。3歳で母を失い
継母にうとまれ、15歳から長い放浪の末
「終の棲（すみか）」信州柏原に帰るまで、
1カ所に定住して人情深い句を読んだのは
堅川のほとりでした。

一つなくは親なし鳥よ秋の暮

（一茶）

江戸時代には狂歌もさかんで、深川に住
んでいた作者に士師掻安（はじのかきやす）、

勘定疎人（かんじょううとんど）、吹殻咽
人（ふきがらのむせんど）らがいます。蘭
学者の森島中良は森羅万象と号して狂歌を
つくり、その歌碑は深川八幡にあります。
ふじの嶺の 世に覆（おお）へども

もろともに 笠着てくらす

すがた見せけり
（万象）

行
事
日
程

〇
６
月
１
日
（
土
）
『
健
康
友
の
会

総
会
』
14
時
〜
、
テ
ィ
ア
ラ
江
東

大
会
議
室

〇
６
月
２
日
（
日
）
『
江
東
民
主
商

工
会
第
68
回
定
期
総
会
』
13
時
〜

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
第
５
会
議
室

〇
６
月
４
日
（
火
）
『
区
民
集
会
』

18
時
30
分
〜
、
猿
江
公
園

〇
６
月
９
日
（
日
）
『
東
京
土
建
江

東
支
部
・
住
宅
デ
ー
』

〇
６
月
11
日
（
火
）
『
花
咲
デ
モ
』

12
時
〜
東
陽
公
園

年
金
者
組
合
・
江
東
支
部
定
期
大
会

高
齢
者
い
じ
め
の

社
会
福
祉
政
策
を
や
め
さ
せ
よ
う
！

（22）

概説

５
月
16
日
、
江
東
革
新
懇
主
催
に
よ
る
憲
法
学
習
会
が
カ
メ
リ
ア

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
月
12
日
、
年
金
者
組
合
第

18
回
定
期
総
会
が
砂
町
区
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

「町人文学と江東」

小

林

一

茶

の

肖

像

西大島・亀戸地域日本共産党演説会

講演する宇都宮健児さん

開会挨拶する大瀬支部長

５月12日、カメリアプラザにて西大島・
亀戸地域日本共産党演説会が行われました。
あぜ上都議は、特養ホームやケア付き住

宅の増設、認可保育園の増設など「くらし
を守る都政へ全力で頑張ります！」と決意
を述べ、この間の活動を振り返り「みなさ
んと力を合わせれば必ず都政は変えられる
と確信しています」と力強く語りました。




